
国
土

交
通

省
水

管
理

・
国

土
保

全
局

下
水

道
部

下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
拡
大
に
つ
い
て

岡田真希(OKADAMaki)
テキストボックス
資料３



下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
促
進
の
方
向
性

○
持

続
可

能
な

⾷
料

シ
ス

テ
ム

の
確

⽴
に

向
け

、下
⽔

汚
泥

資
源

を
肥

料
とし

て
活

⽤
す

る
こと

は
、輸

⼊
依

存
度

の
⾼

い
肥

料
原

料
の

価
格

が
⾼

騰
す

る
中

で
、⼤

変
有

意
義

。
○

下
⽔

汚
泥

の
多

くが
これ

ま
で

焼
却

され
て

お
り、

現
在

の
肥

料
利

⽤
は

約
1割

に
とど

ま
って

い
る

。
○

今
後

、肥
料

の
国

産
化

と肥
料

価
格

の
抑

制
に

つ
な

げ
る

べ
く、

農
林

⽔
産

省
と緊

密
に

連
携

し、
肥

料
利

⽤
を

⼤
幅

に
拡

⼤
す

る
。

【下
⽔
汚
泥
の
肥
料
利
⽤
の
状
況
】

多
くが

焼
却

灰
とし

て
埋

⽴
・建

設
資

材
へ

の
利

⽤

肥
料

利
⽤

は
約

1割
０

％

１
０

０
％

現
状

今
後

汚
泥

コン
ポ

ス
ト化

推
進

リン
回

収
推

進

【リ
ン回

収
（

神
⼾

市
）

】

【汚
泥

コン
ポ

ス
ト（

佐
賀

市
）

】

2




⾃

治
体

等
との

連
携

に
よ

る
、地

域
や

下
⽔

道
の

特
性

、肥
料

需
要

に
応

じた
取

組
の

推
進

下
⽔
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
⽤
の
拡
⼤
に
向
け
た
関
係
者
の
役
割
と取

組
の
⽅
向
性

肥
料

の
国

産
化

と安
定

的
な

供
給

、資
源

循
環

型
社

会
の

構
築

を
⽬

指
し、
農
林
⽔
産
省
、国
⼟
交
通
省
、農
業
分
野
、下
⽔

道
分
野
が
連
携

し、
安
全
性
・品
質
を
確
保

しつ
つ

、消
費
者
も
含
め
た
理
解
促
進

を
図

りな
が

ら、
各
関
係
者
が
主
体
的
に

、下
⽔
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
⽤
の
⼤
幅
な
拡
⼤
に
向
け
て
総
⼒
を
あ
げ
て
取
り組

む
。

取
組

の
⽅

向
性


下

⽔
汚

泥
資

源
を

活
⽤

した
肥

料
利

⽤
の

検
討

・⽣
産

体
制

の
確

保


適
切

な
重

⾦
属

モ
ニタ

リン
グ

、成
分

分
析

に
よ

る
安

全
・安

⼼
な

汚
泥

資
源

の
供

給


定
期

的
な

検
査

状
況

等
の

情
報

公
開

な
ど下

⽔
汚

泥
資

源
の

透
明

性
の

向
上


⾃

治
体

の
農

政
部

局
との

連
携


農

業
者

が
使

い
や

す
い

肥
料

の
実

⽤
化


肥

料
製

造
設

備
の

整
備

⾃
治
体
（
下
⽔
道
事
業
者
（
下
⽔
道
部
局
）
）

肥
料
製
造
業
者
（
メ
ー
カ
ー
）

農
業
者
・J
A等

〇
地
域
特
性
に
応
じて
、下
⽔
汚
泥
資
源
の

肥
料
利
⽤
の
拡
⼤
に
取
り組

む
。

〇
安
全
安
⼼
か
つ
肥
料
製
造
業
者
や
農
業

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じた
品
質
の
肥
料
原
料
の

供
給
に
取
り組

む
。

〇
安
全
性
・品
質
が
確
保
さ
れ
た
下
⽔
汚

泥
資
源
を
原
料
とし
て
、農
業
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じた
肥
料
の
製
造
に
取
り組

む
。


農

業
者

や
肥

料
製

造
業

者
が

安
⼼

して
活

⽤
で

き
る

下
⽔

汚
泥

資
源

の
供

給
の

促
進


下

⽔
汚

泥
資

源
を

活
⽤

した
肥

料
に

対
す

る
農

業
者

・消
費

者
へ

の
理

解
促

進
・P

R⼿
法

の
⼯

夫


下
⽔

道
事

業
者

、肥
料

製
造

業
者

、農
業

者
の

マ
ッチ

ング
に

よ
る

流
通

経
路

の
確

保


試
験

栽
培

、栽
培

指
導

等
に

よ
る

営
農

技
術

の
確

⽴
と普

及
促

進


肥
料

成
分

を
保

証
可

能
な

新
た

な
公

定
規

格
の

設
定


リン

回
収

の
採

算
性

向
上

や
⽣

産
量

の
確

保
に

向
け

た
技

術
開

発

国
〇
関
係
者
の
取
組
⽀
援
、ネ
ット
ワ
ー
ク
化
等
に
よ
り

下
⽔
汚
泥
資
源
を
活
⽤
した
肥
料
の
需
要
・供
給
拡

⼤
に
取
り組

む
。

〇
地
域
特
性
に
応
じて
、下
⽔
汚
泥
資
源
の

肥
料
利
⽤
の
拡
⼤
に
取
り組

む
。


農

業
者

・
JA

等
との

連
携

に
よ

る
、地

域
や

下
⽔

道
の

特
性

、肥
料

需
要

に
応

じた
取

組
の

推
進


⾃

治
体

の
下

⽔
道

部
局

との
連

携

⾃
治
体
（
農
政
部
局
）

消
費
者
の
理
解
促
進

20
30
年
ま
で
に
堆
肥
・下
⽔
汚
泥
資
源
の
使
⽤
量
を
倍
増
し、
肥
料
の
使
⽤
量
（
リン
ベ
ー
ス
）
に
占
め
る
国
内
資
源
の
利
⽤

割
合
を
40
％
へ

（
令

和
4年

12
⽉

27
⽇

⾷
料

安
全

保
障

強
化

政
策

⼤
綱

決
定

）
⽬

標

3



4

今
後
の
汚
泥
利
用
に
関
す
る
基
本
方
針
の
明
確
化
と
取
組
推
進
へ
の
働
き
か
け

発
生

汚
泥

等
の

処
理

に
関

す
る
基

本
的

考
え
方

に
つ
い
て

「
下
水
道
管
理
者
は
今
後
、
発

生
汚

泥
等

の
処

理
を
行

う
に
当

た
っ
て
は

、
肥

料
と
し
て
の

利
用

を
最

優
先

し
、

最
大

限
の

利
用

を
行

う
こ
と
」
を
基
本
方
針
と
し
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
管
理
者
に
通
知
。

（
令

和
5.
3.
17

下
水

道
部

長
通

知
）

（
令

和
5.
3.
24

下
水

道
企

画
課

長
、
農

水
省

環
境

バ
イ
オ
マ
ス
政

策
課

長
他

通
知

）

各
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
コ
ン
ポ
ス
ト
化
、
リ
ン
回
収
等
、
下
水
汚
泥
資
源
を
肥
料
と

し
て
最
大
限
に
利
用
す
る
よ
う
、
農

政
部

局
、
下

水
道

部
局

の
緊

密
な
連

携
体

制
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
安

全
性

・
品

質
の

確
保

、
農

業
者

・
消

費
者

の
理

解
促

進
等

の
取

組
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
通

知
。


下
水
道
管

理
者
は
今
後
、
発
生

汚
泥
等
の
処
理
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
肥

料
と
し
て
の

利
用

を
最

優
先

し
、
最

大
限

の
利

用
を
行

う
こ
と
と
す
る
。


焼

却
処

理
は

汚
泥

の
減

量
化

の
手

段
と
し
て
有

効
で
あ
る
が

、
コ
ン
ポ
ス
ト
化

や
乾

燥
に
よ
る
肥

料
利

用
が

困
難

な
場

合
に
限

り
選

択
す
る
こ
と
と
し
、
焼

却
処

理
を
行

う
場

合
も
、
焼

却
灰

の
肥

料
利

用
、
汚

泥
処

理
過

程
で
の

リ
ン
回

収
等

を
検

討
す
る
。

下
水

汚
泥

資
源

の
肥

料
利

用
に
向

け
た
活

動
推

進
に
つ
い
て



5

下
水
汚
泥
資
源
を
活
用
し
た
肥
料
製
造
形
態
（
主
要
な
も
の
）

濃
縮

・脱
⽔

汚
泥

焼
却

灰
肥

料
化

焼
却

灰

消
化

・脱
⽔

汚
泥

肥
料

化
（

コン
ポ

ス
ト化

）

リン
回

収
（

M
AP

）

リン
回

収

汚
泥

処
理

リン
回

収

コン
ポ

ス
ト等


下

⽔
汚

泥
の

肥
料

化
に

つ
い

て
は

、脱
⽔

汚
泥

等
を

コン
ポ

ス
ト化

す
る

以
外

に
、焼

却
灰

を
肥

料
とし

て
利

⽤
す

る
⽅

法
も

存
在

。


リン
回

収
に

お
い

て
も

、消
化

汚
泥

等
か

らリ
ン回

収
を

⾏
うM

AP
法

以
外

に
、焼

却
灰

か
らの

リン
回

収
技

術
も

存
在

。

コン
ポ

ス
ト化

の
様

⼦

汚
泥

焼
却

灰
1)

1)
 東

京
都

下
⽔

道
局

HP
より

,  
2)

岐
⾩

市
HP

よ
り

汚
泥

焼
却

灰
か

ら
回

収
した

リン
肥

料
2)



建
設

資
材

, 
1,

16
1 

, 5
1%

肥
料

利
⽤

等
, 

32
5 

, 1
4%

燃
料

化
等

, 
19

6 
, 9

%

その
他

有
効

利
⽤

, 
24

 , 
1%

埋
⽴

等
, 5

19
 , 

23
%その

他
, 5

1 
, 2

%

下
⽔

汚
泥

リサ
イク

ル
率

（
20

20
年

度
）

建
設

資
材

肥
料

利
⽤

等
燃

料
化

等
その

他
有

効
利

⽤
埋

⽴
等

その
他

汚
泥
量
（
千
t）
、割
合
（
%
）

6

下
水
汚
泥
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

年
間
汚
泥
発
⽣
量

約
2,
30
0（

千
t）

下
⽔
汚
泥
リサ
イ
ク
ル
率

約
75
%



7

下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
の
取
組
状
況

約
2,

00
0処

理
場

の
うち

、
1)

①
下

⽔
道

管
理

者
に

よ
る

肥
料

化
︓

74
箇

所
うち

、下
⽔

道
管

理
者

に
よ

る
肥

料
化

︓
60

箇
所

うち
、リ

ン回
収

︓
6箇

所
うち

、他
の

下
⽔

道
管

理
者

に
引

き
渡

し︓
8箇

所

②
⾃

治
体

内
で

の
肥

料
化

（
下

⽔
道

部
局

以
外

）
︓

35
箇

所

③
⺠

間
企

業
に

よ
る

肥
料

化
︓

89
6箇

所
うち

、⺠
間

企
業

等
（

処
理

場
内

施
設

）
︓

10
箇

所
うち

、⺠
間

企
業

等
（

処
理

場
外

施
設

）
︓

88
6箇

所


約

1,
00

0箇
所

の
下

⽔
処

理
場

で
肥

料
利

⽤
に

取
り組

ん
で

い
る

も
の

の
、複

数
の

利
⽤

・処
分

の
⼀

つ
とし

て
肥

料
利

⽤
を

実
施

す
る

処
理

場
が

多
く、

全
汚

泥
発

⽣
量

に
対

す
る

肥
料

利
⽤

の
割

合
は

１
割

に
とど

ま
る

。

1)
 R

4年
度

国
⼟

交
通

省
調

べ
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肥
料
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
大
規
模
案
件
形
成
（
R

4補
正
）

⽀
援
内
容


⽀

援
対

象
とな

る
下

⽔
道

管
理

者
が

持
つ

課
題

とニ
ー

ズ
に

応
じ、

協
議

の
上

、農
林

⽔
産

省
とも

連
携

しな
が

ら、
必

要
な

調
査

や
会

議
等

の
開

催
を

⽀
援

。

分
析
対
象


脱

⽔
汚

泥
、焼

却
灰

等

分
析
項
⽬

重
⾦

属
︓

カド
ミウ

ム
、鉛

、
クロ

ム
、

砒
素

、⽔
銀

、
ニッ

ケ
ル

肥
料

成
分

等
︓

窒
素

全
量

、り
ん

酸
全

量
、加

⾥
全

量
等

分
析
回
数


年

４
回

（
季

節
変

動
を

考
慮

した
分

析
を

実
施

）

（
１

）
重

⾦
属

・肥
料

成
分

の
分

析
⽀

援

（
２

）
案

件
形

成
⽀

援

＜
案
件
形
成
の
イ
メ
ー
ジ
＞


下

⽔
汚

泥
の

肥
料

利
⽤

量
の

拡
⼤

や
新

た
に

汚
泥

の
肥

料
利

⽤
を

検
討

す
る

下
⽔

道
管

理
者

に
対

して
、

（
１
）
汚
泥
の
重
⾦
属
や
肥
料
成
分
の
分
析

、（
２
）
肥
料
の
流
通
確
保
に
向
け
た
案
件
形
成

を
⽀

援
。


令

和
5年

3⽉
に

公
募

を
実

施
し、

（
１

）
の

⽀
援

対
象

とし
て
60
処
理
場

、（
２

）
の

⽀
援

対
象

とし
て
20
団

体
を

選
定

（
令
和
5年

4⽉
17
⽇
公
表

）
。


事

例
の

横
展

開
に

向
け

、本
事

業
を

通
じて

得
られ

た
事

例
や

知
⾒

に
つ

い
て

は
、事

業
実

施
予

定
後

に
公

表
を

予
定

。



汚
泥
処

理
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の

リ
ン
回

収
に
関

す
る
実
証
事
業

（
R

4補
正

B-
D

AS
H
）


地

⽅
公

共
団

体
の

下
⽔

道
施

設
に

お
い

て
、国

が
主

体
とな

って
、リ

ン回
収

に
関

す
る

実
規

模
レ

ベ
ル

の
施

設
を

設
置

。


公
募

に
よ

り以
下

の
３
⾃
治
体
に
お
け
る
事
業

を
採

択
し、
リン
回
収
の
コス
ト縮

減
や
品
質
向
上
に
向
け
た
技
術
開

発
を
推
進

（
令
和
5年

2⽉
28
⽇
採
択

）
。

9

※
B-

D
AS

H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
下
水
道
革
新
的
技
術
実
証
事
業

Br
ea

kt
hr

ou
gh

 b
y 

D
yn

am
ic

 A
pp

ro
ac

h 
in

 S
ew

ag
e 

H
ig

h 
Te

ch
no

lo
gy

 P
ro

je
ct

②
横
浜
市


M

AP
（

リン
酸

マ
グ

ネ
シ

ウム
ア

ンモ
ニ

ウム
）

法
に

よ
り消
化
汚
泥
か
らリ
ン

を
回
収
。


従

来
技

術
よ

りも
リン
回
収
効
率
が

⾼
く、

リン
の

資
源

循
環

へ
の

寄
与

率
が

⾼
い

技
術

の
開

発
を

⽬
指

す
。


M

AP
法

に
よ

り脱
⽔
ろ
液
か
ら効

率
的
に
リン
を
回
収
。


JA
横
浜
等
とも
連
携

し、
回

収
リン

を
配

合
した

肥
料

開
発

、肥
料

⽣
産

・
流

通
の

仕
組

み
づ

くり
を

実
施

。


脱
⽔
分
離
液
か
らリ
ン
酸
態
リン
を

新
た
な
⽅
法
に
よ
り回

収
。


下

⽔
の

処
理

過
程

で
得

られ
た

リン
の

農
業

⽤
肥

料
へ

の
有

効
利

⽤
を

検
討

。

①
神
⼾
市

③
東
京
都

脱
⽔
分
離
液

リン
回
収
資
材

(ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
系
)

リン
回
収
物

添
加

※
神

⼾
市

公
式

no
te

「何
が

す
ご

い
の

︖
下

⽔
か

らつ
くっ

た
「こ

うべ
SD

Gs
肥

料
」」

よ
り

※
横

浜
市

市
⻑

定
例

記
者

会
⾒

（
20

23
年

３
⽉

23
⽇

）
資

料
よ

り
※

東
京

都
報

道
発

表
（

20
23

年
02

⽉
28

⽇
下

⽔
道

局
）

資
料

よ
り

こう
べ
SD
G
s肥
料

市
内
で
の
PR
イ
ベ
ン
ト




